
第８５５回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２６年７月１５日（火）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎 １６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８５４回教育委員会会議録の承認について

４ 第８５５回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）「入試事務の改善について」の請願への対応について （高 校 教 育 課）

６ 議 事

第１号議案 職員の人事について （総 務 課）

第２号議案 栗原地区及び本吉地区における県立高校の再編について （教 育 企 画 室）

第３号議案 宮城県教育委員会に属する職員等の配偶者同行休業に関する規則 （教 職 員 課）

の制定について

第４号議案 高等学校入学者選抜審議会専門委員の人事について （高 校 教 育 課）

第５号議案 宮城県産業教育審議会委員の人事について （高 校 教 育 課）

第６号議案 宮城県図書館協議会委員の人事について （生 涯 学 習 課）

第７号議案 宮城県スポーツ推進審議会委員の人事について （スポーツ健康課）

７ 課長報告等

（１）平成２７年度県立高等学校組織編制計画について （教 育 企 画 室）

（２）平成２７年度公立高等学校入学者選抜について （高 校 教 育 課）

（３）「松島自然の家再建に係る懇話会」の開催について （生 涯 学 習 課）

（４）「みやぎの協働教育に係る懇話会」の設置について （生 涯 学 習 課）

（５）東日本大震災復興支援 特別公開「ゴッホの《ひまわり》展」について （生 涯 学 習 課）

８ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧について （総 務 課）

（２）平成２６年３月高等学校卒業生の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

９ 次回教育委員会の開催日程について

１０ 閉 会 宣 言



-1-

2004205fa
１



-2-



-3-



 

 

第２号議案 

 

栗原地区及び本吉地区における県立高校の再編について 

 

 

栗原地区及び本吉地区における県立高校の再編について，別紙のとおり決定する。 

 

平成２６年７月１５日提出 

 

 

宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁 

 

 

第２号議案 
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栗原地区及び本吉地区における県立高校の再編について 

 

 

学科編成・学校配置の見直しについては，実施計画において実施概要を公表したう

えで進めることを基本としていますが，平成２５年２月に策定した第２次実施計画に

おいて「実施計画に記載のないものであっても，実施準備に速やかに着手する必要が

ある場合は，実施概要を実施計画に準じた形で個別に公表したうえで実施準備に着手

していきます」としています。 

 今回，第２次実施計画に記載はないものの，今後の地区の中学校卒業者数の減少の

見通しや，学校の活力維持の観点等から，速やかに学校配置の見直しを行う必要があ

るものと判断し，新たな高校再編計画を公表することとしました。 

 

 

学科編成・学校配置計画概要 

 再編の基本的考え方に基づき，地区の中学校卒業者数及び必要学級の見通し並びに

現在の高校の配置及び学校規模の状況を踏まえ，栗原地区及び本吉地区において，以

下のとおり学校の再編を行います。 

 

（１）栗原地区における機械系学科の再編 

  迫桜高校において，自動車系科目に加え機械系科目を大幅に拡充のうえ，同校に

機械系学科機能を集約することとし，栗原地区の今後の中学校卒業者数の減少見込

み等を踏まえ，岩ケ崎高校創造工学科（鶯沢校舎）については募集停止とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

迫桜高校        ５学級（総合学科５） 

岩ケ崎高校鶯沢校舎   １学級（創造工学科１） 

迫桜高校            総合学科５学級 

（平成 27年 4月） 

機械系科目の拡充 

岩ケ崎高校鶯沢校舎           募集停止 

（平成 28年 4月） 
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（２）本吉地区における高校の再編 

本吉地区では，平成２６年から３２年までに中学校卒業者数が約２１０人減少する

見込みであり，１学年あたり６学級減が必要となっていることを踏まえ，新県立高校

将来構想に定める『活力維持や教育機能を十分に発揮し得る学校規模』を維持するた

め，気仙沼高校と気仙沼西高校を統合し，現行の５校体制を４校体制に再編すること

で，同地区を牽引する進学拠点校を新設します。 

 

 

 

 

 

     

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

気仙沼高校        ６学級（普通科６） 

気仙沼西高校      ３学級（普通科３） 

（平成 26年 4月現在） 

 

気仙沼高校        ６学級（普通科６） 

気仙沼西高校      ２学級（普通科２） 

気仙沼高校        ５学級（普通科５） 

気仙沼西高校      ２学級（普通科２） 

（仮称）気仙沼高校     普通科６学級 

（平成 30年 4月開校） 
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第３号議案 

 

宮城県教育委員会に属する職員等の配偶者同行休業に関する 

規則の制定について 

 

 

  宮城県教育委員会に属する職員等の配偶者同行休業に関する規則を別紙のとお

り制定する。 

 

  平成２６年７月１５日提出 

 

 

                        宮城県教育委員会教育長   髙 橋   仁    

第３号議案 
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「宮城県教育委員会に属する職員等の配偶者同行休業に関する規則」 

の概要について 

 

１  制定の理由 

地方公務員法の一部を改正する法律が平成２５年１１月２２日に公布，

平成２６年２月２１日に施行され，職員の配偶者の海外転勤に伴い，職

員がその配偶者に同行しようとする場合において，退職することなくそ

の配偶者に同行することができる配偶者同行休業制度の導入が可能とな

ったことから，我が県においてもこの法改正の趣旨に則り，「職員の配

偶者同行休業に関する条例」（平成２６年宮城県条例第４５号）が可決

され，平成２６年７月２５日から施行されることとなる。 

これに伴い，宮城県教育委員会においても，任命権者として，職員が

配偶者同行休業の承認を申請する際に必要となる手続や様式等を定める

必要があることから，教育委員会規則を定めるもの。 

 

 

２  規定の内容 

    本規則は，次の内容について規定する。 

  ⑴  配偶者同行休業の承認の申請手続に関すること 

     ►  申請書様式，添付書類，提出期限 等 

  ⑵  配偶者同行休業の休業期間の延長手続に関すること 

     ►  延長する場合は，⑴の承認の手続等を準用すること 

  ⑶  職務復帰に関すること 

     ►  期間満了又は取消しとなった場合には職務に復帰すること 

 ⑷ 辞令の交付に関すること 

     ►  交付を必要とする場合を規定 

 

 

３  施行期日 

    平成２６年７月２５日 
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教
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委
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則

第

 

号
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城

県
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育

委

員

会

に

属

す

る

職

員

等

の

配

偶

者

同

行

休

業

に

関

す

る

規

則

 

 
 

（

趣

旨

）

 

第

一

条

 
 

こ

の

規

則

は

、

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

及

び

職

員

の

配

偶

者

同

行

休

業

に

関

す

る

条

例

（

平
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二

十

六

年
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城
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例

第

四
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、
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委
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職

員

等

の

配

偶
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手

続

等

に
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必

要

な

事

項

を
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め
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も

の

と

す

る

。
 

 

（

定

義

）

 

第

二

条

 

前

条

に

規

定

す

る

「

宮

城

県

教
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委

員
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に

属

す
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等
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職

員
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と

い

う

。

）

を

い

う

。

 

一

 

宮

城

県

教

育

庁

の

職

員

 

二

 

教

育

機

関

の

職

員

 

三

 

市
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立

学

校

職

員

給

与
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担

法
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二
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台
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担
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員
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（

配

偶

者

同

行

休

業

の

承

認

の

申

請

手

続

等

）
 

第

三

条

 
 

職

員
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、

法

第

二

十

六

条

の

六
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一
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の

規

定

に

よ

る

配

偶

者

同

行

休

業

の

承

認

を

申

請

す

る

と

き

は

、

配

偶

者

同

行

休

業

承

認

申

請

書

（

様

式

第

一

号

）

に

配

偶

者

が

外

国

に

住

所

又

は

居

所

を

定

め

て

滞

在

す

る

事

由

及

び

そ

の

期

間

を

証

明

す

る

書

類

を

添

え

て

、

原

則

と

し

て

、
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者
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行
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業
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と
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日

の

一

月
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で

に

所

属

長

を
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城

県
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委
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会

（

以

下

「

県

教

育

委

員

会

」

と

い

う

。

）
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な
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。
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県
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職
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あ
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は
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村

教

育

委
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会
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す
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と

す

る

。

 

２

 
 

市
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村

教
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委
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会
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、

前
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の

申
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書
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と
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は
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速

や

か

に

、

当
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書

に

配

偶

者

同
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行

休

業

内

申

書

（

様

式

第

二

号

）

を

添

え

て

、

県

教

育

委

員

会

に

進

達

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 
 

（

配

偶

者

同

行

休

業

の

期

間

の

延

長

の

申

請

手

続

等

）

 

第

四

条
 
 

前

条

の

規

定

は

、

配

偶

者

同

行

休

業

の

期

間

の

延

長

の

申

請

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

 

 

（

職

務

復

帰

）

 

第

五

条

 

配

偶

者

同

行

休

業

の

期

間

が

満

了

し

た

と

き

、

又

は

配

偶

者

同

行

休

業
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承

認
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り
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れ
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と

き

は

、
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偶

者
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業

に

係

る

職

員

は

、

職

務

に

復

帰

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 

（

辞

令

の

交

付

）
 

第

六

条

 

県

教

育
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員

会

は

、

次

に

掲

げ

る
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合
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は

、

職

員

に

対

し

て
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令
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す
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も

の

と

す

る

。

 

 

一
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偶
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を
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た

職

員

が

職

務

に

復

帰

す

る

場

合

 

 

（

そ

の

他

）

 

第

七

条

 

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、
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偶

者
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行
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要
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事
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は

、

教

育

長

が

定

め

る

。

 

 
 

 

附

 
 

則

 

 
 

こ

の

規

則

は

、

平

成

二

十

六

年

七

月

二

十

五

日

か

ら

施

行

す

る

。
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様式第 １ 号（第 ３ 条，第 ４ 条関係） 

配 偶 者 同 行 休 業 承 認 申 請 書 

申請年月日       年  月  日 
   宮城県教育委員会 殿 

         （所属長経由印） 

           申請者 所 属                  （所属コード          ） 

               職                     

氏 名                  印（職員番号                  ） 

配偶者同行休業の承認                                     

期 間 の 延 長 

 

 

 

 

  

 

 
 
 

１ 申 請 の 区 分 
□ 配偶者同行休業（２，３及び４に記入） 

□ 期間の延長（２，３及び５に記入） 

 

２ 

 

申 

請 

に 

係 

る 

配 

偶 

者 

 

氏 名 
 

 

職 業 
 

 

 

 

申請時の所属先の名称  

（所在地） 

 

（                                 ） 

外 国 滞 在 事 由 
 

 

 

 

 

 

外国滞在中の所属先の名称 

（所在地） 

 

（                                 ） 

外国滞在事由の 

継 続 す る 期 間 
年  月  日から    年  月  日まで 

３ 職 員 及 び 配 偶 者 の 

外国滞在中の住所(居所) 

 

 

４ 申 請 期 間 年  月  日から    年  月  日まで 

５ 延 長 の 期 間 年  月  日から    年  月  日まで 

 

 

既に配偶者同行休業  

を し て い る 期 間 
年  月  日から    年  月  日まで 

６ 備 考 
 

 

 （注） ① この申請書には，配偶者の滞在事由及び期間が確認できる書類を添付すること。 

② 「３ 職員及び配偶者の外国滞在中の住所（居所）」欄は，申請時点で未定の場合には「未定」と記入

し，申請期間の初日の前日までに外国滞在中の住所（居所）を定め，届け出ること。 

③ 「６ 備考」欄には，以前に配偶者同行休業をしている場合における当該配偶者同行休業の内容（配

偶者の外国滞在事由，休業期間），配偶者同行休業の期間を延長する場合における当該配偶者同行休

業の期間の延長を申請する理由その他任命権者が承認の可否を判断するに当たって必要と思われる事

項を記入する。 

④ 該当する□にはレ印を記入すること。 

（県教委記入欄） 
 

受理年月日 年     月     日 □  承認     □ 不承認 

決裁年月日 年     月     日   職 

 

 

 氏 名          印 
決 裁 欄 

     

     

 

を申請します。 下記のとおり 
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様式第 ２ 号（第 ３ 条関係） 

                                   文 書 番 号 

年   月  日 

 

宮城県教育委員会 殿 

 

                         ○○教育委員会         印 

 

配 偶 者 同 行 休 業 承 認 内 申 書 

 このことについて，次のとおり内申します。 

種 別 承    認 ・ 不  承  認 

学   校   名  

職 ・ 氏 名  

給 
 

料 

月 額 
給料表（  ） 

   級   号俸（        円） 

発令年月日 年   月   日 

内 申 事 由  

備 考  
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課長報告（１）

平成２７年度県立高等学校組織編制計画について

１ 再編統合

新県立高校将来構想第２次実施計画に基づき，登米地区において再編統合を行い，次の

とおり新たに学校を設置します。

なお，新たに設置する宮城県登米総合産業高等学校においては，複数の職業系専門学科

が併置されることを生かして，各学科で学んだ知識や技能を共有し，独創的な発想力と豊

かな人間性を身に付けた産業人材の育成を目指します。

① 産業全般の基礎的事項や所属する学科以外の専門科目の学習

② 異なる学科の生徒で構成されたグループによる，地域企業と連携した地域課題解決

へ向けた取組

③ 地域の高齢化に対応するため，福祉・介護サービス分野の人材の育成を目指し，福

祉科を設置

【 Ｈ２６ 】 【 Ｈ２７ 】

宮城県上沼高等学校 宮城県登米総合産業高等学校

普通科 １学級（４０人） 農業科 １学級（４０人）

農業技術科 １学級（４０人） 商業科 １学級（４０人）

宮城県米山高等学校 機械科 １学級（４０人）

普通科 １学級（４０人） 電気科 １学級（４０人）

園芸ビジネス科 １学級（４０人） 情報技術科 １学級（４０人）

宮城県米谷工業高等学校 福祉科 １学級（４０人）

機械システム科 １学級（４０人）

電気システム科 １学級（４０人）

情報技術科 １学級（４０人）

宮城県登米高等学校 宮城県登米高等学校

普通科 ３学級（１２０人） 普通科 ３学級（１２０人）

商業科 １学級（ ４０人）

※ 平成 26 年度に上沼高校，米山高校及び米谷工業高校に在籍する生徒で，引き続き平成 27年度も高校に
在籍する生徒は，平成 27年度から登米総合産業高校の生徒となります。
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２ 学級減の措置

生徒数の減少等に対応するため，次の学校において，第１学年の学級数を１学級減とし

ます。

（南部地区）

【 Ｈ２６ 】 【 Ｈ２７ 】

宮城県角田高等学校 宮城県角田高等学校

普通科 ５学級（２００人） 普通科 ４学級（１６０人）

３ 学科改編等

宮城県中新田高等学校

生徒の多様な進路希望に対応するため，コース制を廃止し，類型制を導入します。

① 文型・理型・商業型・情報型の４類型を設定

② 進路達成に向けた基礎学力や社会で必要となる能力の伸長

③ 地域の高齢化に対応するため，家庭における介護技術を修得する科目を開設

【 Ｈ２６ 】 【 Ｈ２７ 】

宮城県中新田高等学校 宮城県中新田高等学校

普通科 ３学級（１２０人） 普通科 ３学級（１２０人）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺｰｽ ２学級（ ８０人）
コース制廃止

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ １学級（ ４０人）
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１　募集定員 実施校：７５校１５７学科（コース・部を含む）

※２ ※２

２　日程等

　　　※３：連携型選抜 連携型中高一貫教育を行っている，南三陸町内の２中学校（志津川中，歌津中）を

対象として，志津川高校において実施

課長報告（２）

平成２７年度公立高等学校入学者選抜について

平成２７年度 平成２６年度

全募集定員 15,920 16,080 ▲ 160

全日制課程

　募集定員 14,920 15,080 ▲ 160
　　前期選抜 4,828 3,598 1,230

　　後期選抜※１ 10,092 11,482 ▲ 1,390

定時制課程

　募集定員 1,000 1,000 0
　　前期選抜 308 222 86

　　後期選抜※１ 692 778 ▲ 86

前期選抜を受験していない
生徒及び前期選抜に合格し
ていない生徒

前期選抜，後期選抜
のいずれにも合格し
ていない生徒

通信制課程
（美田園高校）

募集定員 500 500 0

※１　後期選抜の定員は前期選抜後に確定

実施内容

○３教科の学力検査
  　（国語・数学・英語）

○学校独自検査
　（面接・実技・作文等から
　　　　　　　  １つ以上実施）

○５教科の学力検査
 （国語・社会・数学・理科・英語）

○面接や実技を実施する
　 場合がある

面接，実技，作文，
学力検査（国語・数
学・英語）のいずれ
か１つ又は複数を実
施する場合がある

※２　一期入学者選抜（春募集）の募集人数は，募集定員の９０％（４５０人）
　　　 二期入学者選抜（秋募集）の募集人数は，募集定員の１０％（５０人）

前期選抜・連携型選抜※３ 後期選抜 第二次募集※４

出願資格
志望する高等学校が事前
に公表する「出願できる
条件」を満たす生徒

合格発表 平成２７年２月１０日（火） 平成２７年３月１２日（木）
平成２７年３月１９日
(木)･２０日(金)※５

　　　※４：合格者数が募集定員に満たない高校で実施　　　※５：実施校で決定し,後日公表

増減

実 施 日 平成２７年２月３日（火） 平成２７年３月５日（木）
平成２７年３月１９日
(木)･２０日(金)※５
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３　事務日程（予定）

出願受付

合格通知

出願受付

合格通知

　平成２７年１月７日(水)から１月９日(金)まで

　平成２６年１１月４日(火)から１１月６日(木)まで

　平成２７年１月２２日(木)

　平成２７年１月１３日(火)から１月１６日(金)まで

　平成２７年１月１３日(火)から１月１６日(金)まで

学 力 検 査 等

一期入学者選抜

二期入学者選抜

前期選抜

連 携 型
選 抜

社 会 人
特別選抜

後期選抜

第 二 次
募 集

通 信 制
課 程

出 願 書 類 受 領 書

出 願 受 付

出 願 受 付

合 格 者 の 発 表

出 願 受 付

合 格 者 の 発 表

学 力 検 査

第 １ 回 志 願 者 予 備 調 査

入学者選抜一覧【決定版】公表

募 集 定 員 公 表

第 ２ 回 志 願 者 予 備 調 査

合 格 者 の 発 表

結 果 通 知

学力検査・学校独自検査

前 期 選 抜

受 験 票 等 送 付 一 覧

　平成２７年２月３日(火)

　平成２７年２月１０日(火)

　平成２６年７月１日(火)

　平成２６年７月１日(火)

期　日事　項

　平成２７年９月２５日(金)まで

　平成２７年９月７日(月)から９月１１日(金)まで

　平成２７年３月２６日(木)まで

　平成２７年３月８日(日)から３月１３日(金)まで

　平成２７年３月１９日(木)から３月２０日(金)まで

　平成２７年３月１３日(金)から３月１７日(火)まで

　平成２７年３月１２日(木)

　平成２７年３月５日(木)

　平成２７年２月１９日(木)から２月２４日(火)まで
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課長報告（３）

「松島自然の家再建に係る懇話会」の開催について

１ 開催趣旨
本懇話会については，東日本大震災で壊滅的な被害を受けた松島自然の家の再建場所
やその機能に関し意見を求めるため，平成２４年８月に設置したものである。
県教育委員会では，東松島市からの要望や本懇話会の意見を踏まえ，平成２４年１１
月に再建場所を東松島市立宮戸小学校敷地及びその周辺農地に決定し，平成２５年度に
野外活動フィールド用地を取得したところである。
今後，平成２８年度に野外活動フィールドを再開し，宮戸小学校敷地を取得の上，平
成３１年度には本館・宿泊棟を含め全面再開する計画であることから，今般，再開後の
活動プログラムについて広く意見をいただくため，新たな委員も加え，本懇話会を開催
するものである。

２ 主な協議事項及び開催スケジュール
【平成２６年度】２回開催（第１回目は７月２２日（火）開催予定）
〇 野外活動フィールド再開後（平成２８年度～）の活動プログラムについて
〇 本館・宿泊棟なども含め全面再開後（平成３１年度～）の活動プログラムにつ
いて

【平成２７年度】２回開催
〇 本館・宿泊棟などの施設・設備及び宿泊定員等について

＜協議に当たってのポイント＞
活動プログラムの検討に当たっては，地域の自然環境や歴史・文化を最大限に生か
すとともに地域との連携を図り，防災教育・防災体験活動の実施についても力を入れ
ていくこととしている。

３ 懇話会の委員構成 （順不同，敬称略）

氏 名 現 職 備 考 区分

水 谷 修 東北学院大学教養学部教授 前宮城県社会教育委員 再

石 垣 政 裕 東北大学大学院経済学研究科 宮城県社会教育委員 再
講師

佐 藤 健 東北大学災害科学国際研究所 宮城県防災専門教育アドバイ 新
教授 ザー

浅 野 恵 美 宮城県キャンプ協会副会長 再

尾 形 将 親 宮戸コミュニティー推進協議 新
会代表

小 野 歩 東松島市観光物産協会職員 新

小 山 修 東松島市教育委員会教育次長 再

佐々木 啓 悦 東松島市立宮戸小学校校長 前松島自然の家社会教育主事 新
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＜参考資料１＞

宮城県松島自然の家の再建計画概要
（平成２６年７月１日現在）

１ 施設概要

（１）総敷地面積 約46,000㎡（東松島市立宮戸小学校敷地及び周辺農地）

〇本館等建設予定地 約14,000㎡（宮戸小学校敷地）

〇野外活動フィールド 約32,000㎡（周辺農地）

（２）本館等の施設（宮戸小学校移転後に同敷地に整備）

〇本館・宿泊棟（一体型）

・１Ｆ 事務室，食堂，風呂，研修室

・２Ｆ 宿泊室 （一部バリアフリー），研修室等

〇体育館

（３）野外活動フィールド内の施設・設備（周辺農地に整備）

〇テントサイト 〇多目的グラウンド

〇コテージ 〇管理棟，車庫・倉庫

〇キャンプファイア場 〇野外活動広場

〇野外炊飯場 〇トイレ・シャワー室

〇野外研修棟 〇駐車場

〇多目的広場

２ スケジュール

〇H25 野外活動フィールド用地の測量調査

〃 造成工事の基本・実施設計

〃 用地の取得

〇H26 野外活動フィールド用地の造成工事

〃 施設等の基本・実施設計

活動プログラムの策定（懇話会，地域等での意見をもとに）

〇H26～27 野外活動フィールド施設の建築工事

本館等施設の基本設計

〇H28 野外活動フィールド業務の再開 （H28 宮戸小学校移転予定）

本館等施設の実施設計

〇H29～30 本館等敷地の用地取得 （H29 宮戸小学校・野蒜小学校統合予定）

〃 建築工事

〇H31 本館開設，全面再開
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＜参考資料２＞　松島自然の家　再建予定地 位置図

旧松島自然の家 

再建予定地 

再建予定地 拡大図 

本館・宿泊棟・体育館等用地 

（現 東松島市立宮戸小学校） 

   約１４，０００㎡ 

野外活動フィールド用地 

（テントサイト，調理場等）   

約３２，０００㎡ 
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課長報告（４）

「みやぎの協働教育に係る懇話会」の設置について

１ 設置目的

県においては,これまで,家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環境づくりを積
極的に進めてきたが,東日本大震災によって，沿岸部を中心に甚大な被害を受け，子ど
もを育てる環境は大きく損なわれた。
そうした状況の中で,平成２３年度以降は新たに「協働教育推進総合事業」として，

協働教育プラットフォーム事業やみやぎ教育応援団事業等に取り組むなど，関係者が強
い絆で連携し合い，地域全体で子どもを育てる仕組みを再構築するため力を注いできた。
震災から３年を経過した今,本県における協働教育の現状と課題について改めて分析

・考察を行うとともに，今後の協働教育のあり方とそれを進めるための具体的方策につ
いて協議するため,本懇話会を設置するものである。（平成２６年７月２３日設置）

２ 主な協議事項及び開催スケジュール

【平成２６年度】４回開催［第１回目は７月２３日（水）開催予定］
○ 本県における協働教育の現状と課題について
○ 本県における今後の協働教育のあり方について

【平成２７年度】３回開催
○ 今後の協働教育を進めるための具体的方策について

３ 懇話会の委員構成
（順不同，敬称略）

氏 名 現 職 備 考

水 谷 修 東北学院大学教授 前宮城県社会教育委員

中 塩 栄 一 石巻市立青葉中学校長

阿 部 雄 也 富谷町生涯学習課長

佐々木 賢司 会社経営 前宮城県ＰＴＡ連合会長

中 保 良 子 ＮＰＯ子育て応援団ひよこ理事

千 葉 加 代 登米市協働教育プラットフォーム
事業コーディネーター

岩 渕 礼 子 大河原南小学校放課後子ども教室
コーディネーター

利 光 保 則 株式会社明治東北支社 みやぎ教育応援団員
お客様相談室長
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課長報告（５） 

 

東日本大震災復興支援 特別公開 ゴッホの《ひまわり》展について 

 

 

１ 名  称  東日本大震災復興支援 特別公開 ゴッホの《ひまわり》展 

 

２ 会  期  平成２６年７月１５日（火）から８月３１日（日）まで 

 

３ 休 館 日  毎週月曜日 

※ ただし７月２１日（月）は開館，７月２２日（火）は休館 

 

４ 会  場  宮城県美術館 1 階 展示室 1 特設スペース 

 

５ 開館時間  午前９時３０分から午後５時まで ※発券は閉館３０分前まで 

 

６ 内  容 

損保ジャパン東郷青児美術館所蔵のゴッホの《ひまわり》はフィンセント・ファン・

ゴッホが最も充実していたアルル時代の傑作ですが，保存管理が大変難しいため，原則

として館外へ貸し出しされることがない作品として知られています。このたび，明るい

光を求めたゴッホが，南フランスのアルルで描いた《ひまわり》を今なお復興の途上に

ある被災地域の方々に観覧いただくことで，明るさと勇気をもたらすことを願い，株式

会社損害保険ジャパンと日本興亜損害保険株式会社の協働による支援活動に加え，カメ

イ株式会社の御協力もいただき，東日本大震災復興支援事業として，東北での初公開が

実現したものです。 

この展覧会では，ゴッホの《ひまわり》と宮城県美術館及びカメイ株式会社所蔵の

「花」をテーマとする作品１９点を合わせた全２０点を展示します。 

 

７ 観 覧 料  一般 700円（600円） 学生 500円（400円） 小・中・高校生 無料 

※ カッコ内は２０名以上の団体料金 

 

８ 主  催   

「東日本大震災復興支援 特別公開 ゴッホの《ひまわり》展」実行委員会，宮城県，

 宮城県美術館，損保ジャパン東郷青児美術館，読売新聞社，美術館連絡協議会 

 

９ 県内高校生の招待 

  津波によって大きな被害を受けた沿岸部地域の高等学校（１８校）に通う美術部 

員等，美術に関心がある生徒（３６０名程度）を招待する。 
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地
元
企
業
と
連
携
し
て
電
子
商
取
引
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
，
実
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
よ
る
売
り
場
の
構
築
，
商
品
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
，
販
売
ま
で
を
実
践

し
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
現
状
と
課
題
を
研
究
す
る
授
業
を
実
施
す
る
。

 

【
概
 
要
】

 

日
 
 
時
 
平
成
２
６
年
６
月
２
４
日
（
火
）
１
３
時
３
０
分
～
１
５
時
２
０
分

 

場
 
 
所
 
宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校

 
視
聴
覚
教
室

 

講
 
 
師
 
楽
天
株
式
会
社
 

 
 
加
藤
大
輔
 
氏

 

 
 
 
 
 
有
限
会
社
益
野
製
菓

 
営
業
部
長
 
佐
藤
進
 
氏
（
第
２
回
目
よ
り
担
当
）

 

 
 
 
講
義
予
定
 
第
１
回

 
６
月
２
４
日
（
火
）
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
基
本
，
商
品
紹
介
の
仕
方

 

第
２
回

 
７
月
１
５
日
（
火
）
店
舗
の
具
体
例
の
紹
介
 
※
９
月
以
降
も
年
度
内
に
第
７
回
ま
で
実
施
予
定
。

 

 
 
 
対
象
生
徒
 
３
年
「
課
題
研
究
」
 
調
査
研
究
班

 
１
５
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

２
 

 ○
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
チ
ー
ム
「
宮
城
利
府
リ
ー
グ
」
が
全
国
大
会
に
初
出
場

 

ザ
バ
ス
杯
第
４
８
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会
東
北
連
盟
大
会
で
準
優
勝
し
，
全
国
大
会
に

初
出
場
す
る
「
宮
城
利
府
リ
ー
グ
」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
２
０
日
（
金
）
に
県
を

表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
ザ
バ
ス
杯
第
４
８
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
６
年
６
月
２
７
日
（
金
）
～
２
９
日
（
日
），
７
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）

 

会
 
場
 
東
京
都
江
戸
川
区
球
場

 
ほ
か
 
 
 

 
出
 
場
 
１
６
チ
ー
ム

 

結
 
果
 
ベ
ス
ト
８
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

資
料
配
付
（
１
）
 

※
 
楽
天

IT
 
学
校
（
社
会
貢
献
活
動
）
と
は
，
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

運
営
の
実
体
験
を
通
じ
，
実
践
的
な
電
子
商
取
引
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
出
張
授
業
で
す
。

 



- 
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-
 

N
O

. 
概
 
 
 
要

 

３
 

 ○
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
」「

七
十
七
銀
行
」
が
第
８
５
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場
 

第
８
５
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
」
「
七
十
七
銀
行
」
（
と

も
に
仙
台
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
６
月
３
０
日
（
月
）
に
県
教
育
委
員
会
を
表
敬
訪

問
し
た

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
８
５
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

 

開
催
日
 
平
成
２
６
年
７
月
１
８
日
（
金
）
か
ら
１
２
日
間

 

会
 
場
 
東
京
ド
ー
ム

 

出
 
場
 
３
４
チ
ー
ム

 

 
 
 
 
【
東
北
第
一
代
表
】
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

 
３
年
ぶ
り
２
４
度
目
の
出
場
 
（
最
高
成
績
：
ベ
ス
ト
４
（
Ｈ
２
３
））

 

【
東
北
第
二
代
表
】
七
十
七
銀
行

 
 
 
２
年
ぶ
り
１
０
度
目
の
出
場
 
（
最
高
成
績
：
ベ
ス
ト
４
（
Ｈ
１
６
））

 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

４
 

 ○
「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

 
ｏ
ｆ

 
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
災
害
支
援
基
金
」
か
ら
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
贈
呈

 

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
本
田
圭
佑
選
手
が
設
立
し
た
「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

 
ｏ
ｆ

 
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
災
害
支
援
基

金
」
か
ら
，
県
内
公
立
小
学
校
全
校
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈
す
る
た
め
，
関
係
者
が
７
月
８

日
（
火
）
に
県
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

訪
 
問

 
者
 
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
 
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
株
式
会
社
 
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
責
任
者
 
鈴
木
良
介
 
氏

 

寄
贈
内
容
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

 
３
，
５
６
４
個

 

県
内
公
立
小
学
校
 

 
 
 
 
 
 
 
３
９
６
校
（
そ
の
他
，
東
北
６
県
す
べ
て
の
公
立
小
学
校
２
，
０
１
６
校
に
も
同
様
に
寄
贈
）

 

  

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

※
 
「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

 
ｏ
ｆ

 
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
災
害
支
援
基
金
」
と
は
，
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
本
田
圭
佑
選
手
が
「
本
当
に
支
援
が
必
要
な
人
達
に
，

 

必
要
な
時
期
に
，
必
要
な
物
を
届
け
る
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
，
平
成
２
３
年
３
月
に
設
立
。

 



H25.9月末 H25.10末 H25.11末 H25.12末 H26.1末 H26.2末 H26.3末 H26.4末 H26.5末 H26.6末 前年同月
増減

(当月－前
年同月）

37.3% 62.6% 78.9% 87.2% 91.7% 95.9% 98.6% 99.1% 99.1% 99.2% 99.3% -0.1%

39.3% 65.5% 80.9% 88.2% 93.1% 96.7% 98.9% 99.1% 99.2% 99.3% 99.6% -0.3%

34.5% 58.8% 76.3% 85.8% 89.7% 95.0% 98.2% 99.0% 99.1% 99.1% 99.0% 0.1%

－ 64.1% － 85.3% － － 96.6% － － － － －

内訳

卒業者 19,957 19,970 19,950 19,945 19,924 19,898 19,869 19,868 19,868 19,867 20,459 -592

進学希望者 14,706 14,833 14,859 14,875 14,850 14,804 14,786 14,772 14,771 14,765 15,370 -605

臨時的仕事希望者 70 86 96 106 148 195 241 259 261 263 252 11

進路未定者 130 116 113 109 104 86 61 55 51 52 60 -8

就職希望者 5,051 4,935 4,882 4,855 4,822 4,813 4,781 4,782 4,785 4,787 4,777 10

県内 4,298 4,207 4,174 4,155 4,120 4,100 4,069 4,072 4,076 4,075 4,028 47

県外 753 728 708 700 702 713 712 710 709 712 749 -37

職安・学校紹介 4,163 4,134 4,147 4,140 4,095 4,070 4,041 4,039 4,039 4,038 4,089 -51

縁故・自営 230 255 277 298 334 350 371 375 377 377 344 33

公務員 658 546 458 417 393 393 369 368 369 372 344 28

就職内定者 1,882 3,089 3,853 4,234 4,420 4,618 4,713 4,737 4,744 4,749 4,745 4

県内 1,469 2,531 3,234 3,581 3,745 3,919 4,006 4,030 4,036 4,038 3,998 40

県外 413 558 619 653 675 699 707 707 708 711 747 -36

職安・学校紹介 1,820 2,873 3,436 3,718 3,821 3,950 3,996 4,013 4,014 4,015 4,062 -47

縁故・自営 62 100 134 195 262 313 352 359 363 364 339 25

公務員 0 116 283 321 337 355 365 365 367 370 344 26

就職未内定者 3,169 1,846 1,029 621 402 195 70 45 41 38 32 6

3,949 1,014 800 348 162 187 86 27 11 11 5 6

【概況】　※（　）内は前年同月
① 就職内定率 ：９９．２％（99.3%）

② 進路希望の割合状況 ： 進　学　７４．３％（75.1%）　就職　２４．１％（23.3%）
： 臨時的仕事 １．３％（1.2%）　未定　　０．３％（0.3%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内　８５．１％（84.3%）県外　１４．９％（15.7%）

④ 県内外の内定率　　　 ： 県　内　９９．１％（99.3%)　県外　９９．９％（99.7%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　８５．０％（84.3%）　県外　１５．０％（15.7%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

全国平均

平成２６年３月高等学校卒業者の就職内定状況（６月末現在）について

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成25年度 98.8% 100.0% 99.9% 99.9% 100.0% 93.9% 100.0% 98.6%

平成24年度 98.7% 99.3% 99.9% 100.0% 100.0% 99.0% 95.5% 100.0%

地域別内定率 白石 大河原 仙台 大和 塩釜 大崎 石巻 築館 迫 気仙沼

平成25年度 99.5% 97.8% 98.9% 100.0% 99.3% 99.7% 99.5% 98.9% 100.0% 100.0%

平成24年度 98.7% 99.5% 99.2% 100.0% 98.2% 99.3% 99.6% 100.0% 99.5% 100.0%

資料配付（２） 
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